

















の短期大学に四年間勤務した後、保育系の短期大学に移って今年で三十八年目です。住職をしていた父が八年前に遷化したため、その後を継 で住職になりました。さらに 六十年ほど前に父が創立した保育園の理事長 しなが 、現在も短大で保育や幼児教育に関 授業を担当しています。　
ところで、私が仏教保育と関わるようになるご縁をいただきましたのは、公益社団法人・日本仏教保育協会の機関




五回ほど掲載させていただきましたし、日本仏教保育協会が主催する研修会や隔年に開催されている全国大会で、講師や助言者としてもお手伝いをさせていただいております。さらに、平成十年四月から二十七年三月まで、鶴見大学短期大学部保育科と専攻科で非常勤講師として必修科目の「仏教保育」「仏教保育特論」等の授業を担当させていただき、そのほかにも、仏教系の幼稚園や保育園・認定こども園で職員研修や保護者を対象にした講演等でお話しさせていただいております。本日のシンポジウムでは、そうした経験をふまえて、保育や幼児教育と仏教の接点につ てお話しさせて ただきたい 考えて ります。　
初めに申し上げましたように、大学に入学した当初の私は、仏教に全く興味を持っておりませんでした。けれど

























な早産である」と言いました。それはなぜかと申しますと、人間の新生児は自分の頭を支えることもできない状態で誕生し、その後も自立して生活できるようになるまでには多くの時 が必要で、これは人間以外の哺乳類と大きく異なる点であるためにそのように言ったわけです。これに対して、牛や馬などのほ乳類は生まれて数時間もする 四本足を踏ん張って立ち上がり、自分でお乳を飲も としますから、人間の赤ちゃんとは大きな違いがあります。そこで、私は「保育」のキーワードを〈 のち〉（を保護 て育てる）と考えるわけです。　
これに対して、お釈迦さまが説かれた仏教というのは、自分や自分以外の〈いのち〉と向きあってその本質を探究
し、終わりが来るまでの時間（しか その時がいつ来 のかは自分でもわかりません）を悔いのないように生きるための道標とすべきものだと思います。言いかえますと、仏教は〈い ち〉についての真理を示したもので、そのことは「仏陀の教え」の短縮形が「仏教」であ ことから伺い知ることができるで ょう。仏陀という言葉 インドの言葉である
Buddha( 人間についての真理を発見した人）を、仏教が中国に伝えられたときに仏陀という漢字で表現し
































































































ですから、保育活動においては次のような子どもを育て と伝えてきました。    ①子どもが一日一日を精一杯に生きようとするように育てる。
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  ③最初は宗教ということに多少抵抗があ ました。けれども、授業を重ねるごとに、仏教保育はすばらしいもの
なのだと感じ、もっと知りたい、深めたいと思うようになりました。命を大切にすること、そ 命の個性を引きだして伸ばすことの大切さなど ろいろなこ がわかり、この授業 受けて良かったと思いました。
  ④仏教保育を学び、保育にとって 教はとても大切だということがよくわかりました。なぜならば、仏教を通し





  ⑥私はこの授業で命の大切さを学 ました。お釈迦さまが教えたことは、じつはとても簡単なことで、誰もが気
づいていなければならないことでした。そ を人は忘れていて、今回の授業で思い出すことができました。私自身が生きるために他の命が消えているということにもこの授業で気づきました。私が生きるために犠牲になったものに対して深く感謝し、これからもこの気持 を忘れずに生活してい いと思います。生きる意味を考えさせられ、たくさんの大切 ことを学びました。
  ⑦仏教保育は仏教を取り入れていない幼稚園や保育園には関係のないことだと思っていました。しかし、授業を













めには中道の概念も非常に重要です。中道という教えは、「苦行にも快楽にも偏らない」というお釈迦さまの立場を示した言葉とされていますが、人間の身体や心に注目しますと、その意味するところの重要性が明確になってきす。そ て、中道は仏教的な世界における概念に止まらず、生命の営みの根本的な原理であり、緊張とリラックスの調和を図ること（二拍子のリズムを保つこと）が心身の健康 維持 だけでなく、正常な判断力や活動を維持するためにも不可欠であることがわかってきます。　
例えば、生命維持の根底としての心臓を例にあげますと、心臓は一日に十万回も拍動をくり返して血液を全身に循
環させています。そして、そのリズムは収縮（緊張） 弛緩（リラックス）の二拍子です。また、人間が生きていく上で不可欠な酸素を体内に取り入れるための呼吸も、呼（はく＝リラックス）と吸（すう＝緊張）とを交互にく 返していることがわかります。さら 、より複雑な営みと ては、人 の恒常性を保つ仕組みとしての自律神経が交感神経と副交感神経の絶妙な調和によって私たち 生命活動 維持されているこ が知られている ょう。　
このように考えたときに、私は、現代人が大きなミスを犯していることに気がついたのです。そのきっかけは、最
















る人格形成の基礎を培う重要なもの」 位置づけられていて、「幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和とれた発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して、遊びを通して 指導を中心として」と示されています。このことは、保育所保育 基本である「保育所保育指針」 おいても同様に示されている で　
一般には遊びと言いますと、いわゆる「お勉強」とは対照的な位置づけをされているように考えられるかもしれま
せんが、それは誤りな です。お友だちや先生と遊ぶ によって、幼児は人と 生きて く上で大切な「努力する心」「やり遂げる心」「協力 る心」「我慢する心」などが養われるだけでなく、より早く、より 手に、より楽しく、といった「工夫する力」や「さまざまな知識」も育まれ （お勉強 成果 つなが ）のです。　
このように考えてきますと、都市化や核家族化が進んで、〈いのち〉の本当の姿が分からなくなってしまった現代
社会において、（人間についての）真理の教えとしての仏教が担わ ればならない役割 ますます重要なも になってくるではないでしょうか。以上で 仏教に学ぶ保育 原点」 題した基調講演を終わらせ ただきまお、これまでに私が仏教と保育の関連について書きました論文 一覧は『仏教的世界の教育論理』（法蔵館：平成二十八年発行） 記 ありますので参照してください。
